
             

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時   

 
 
全４回 
①10 時 30 分～11 時、②11 時 15 分～11 時 45 分、③12 時 30 分～13 時、 
④13 時 15 分～13 時 45 分 のうちいずれか ＊時間帯の指定はできません。 
 

■内容 

 
 
＊参加料は当日現地にていただきます。収穫体験の時間帯指定はできません。  
＊A コースまたは B コースのいずれか１コースのお申し込みが可能です。同一人物の重複申込はでき
ません。  

＊当選通知をお持ちの方のみ参加できます。参加を希望する方は、必ず事前にお申込ください。 
＊複数人（１組５名以内）での参加申し込みが可能ですが、収穫物は１組につき１セットとなります。 
＊コースによって対象年齢が違いますので、お申し込みの際には再度ご確認をお願いします。どちらの
コースも、小学校３年生以下の参加者には保護者の同伴が必要です。必ず保護者の方も同じ組でお
申込みください。なお、1 組の人数の上限（５名）には同伴の保護者を含みます。 

＊収穫物は生育状況により変更になる場合があります。 
 

 収穫物（予定） 対象 募集人数 参加料 

A コース コマツナ、カブ 
ニンジン 

３歳以上 
＊小学３年生以下  
要保護者同伴 

最大 40 組 
（各回最大 10 組） 
１組１～５名 

1 組
300 円 

B コース 長ネギ、 
ラッカセイ 

３歳以上小学生以下 
＊小学３年生以下  
要保護者同伴 

最大 40 組 
（各回最大 10 組） 
１組１～５名 

1 組
200 円 

 
 

  

 

令和６年 11 月３日（日・祝） 

 

「花摘み体験」につきましては、当日受付での自由参加となります。 



 
■会  場 
横浜市環境活動支援センター 
（横浜市保土ケ谷区狩場町 213） 
 
 

■申込方法 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
★今年度から電子申請システム及び環境活動支援センター窓口の  
受付のみとさせていただきます。  
●電子申請システムの場合● 
 下記 URL にアクセス、または「横浜市環境活動支援センター」で検索 

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/
apply/185ea2f1-97ea-4187-8a22-9db8c7274f95/start 

   ◎またはスマートフォンのバーコードリーダーで右の 
    二次元バーコードを読み取ってアクセスしてください 
●環境活動支援センター窓口の場合● 
 環境活動支援センター窓口にて、専用の申込用紙に必要事項を記入。 
 （窓口受付時間：平日 9:00～17：00 まで） 
 ＊1 組につき１枚の申込用紙でお申込みください。 
✤申し込み・問合せ先 ※  いただいた個人情報は、当イベント以外には使用しません。 
  〒240-0025 横浜市保土ケ谷区狩場町 213 
   環境活動支援センター   ☎ 045-711-0635    

横浜は大都市でありながら緑豊かな環境が残されています。横浜の緑を子どもたちの世
代に引き継いでいくため、横浜市では、「横浜みどりアップ計画（計画期間 2024‐2028
年度）」を進めています。環境活動支援センターでは、横浜みどりアップ計画に基づき、
市民が農を楽しみ支援する取組の１つとして、農と緑のふれあい祭りを実施します。  

[申込期間]   
令和６年 10 月１日(火)～10 月 1６日（水） 

17 時まで 
＊お申し込みが多数の場合は抽選とさせていただきます。 

【結果のお知らせ】 

＊電子申請システムにてお申込された場合 

10 月 22 日（火）までに当選者のみに電子メールにてお知らせいたします。 

＊直接窓口でお申込された場合 

当選者のみ 10 月下旬頃に別途郵送します当選通知でのご連絡となります。 

※なお、農と緑のふれあい祭り全般に関すること、またその他の催し物等、 

詳細についてはホームページをご覧ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-

kankyo/nochi/center/event/fureaifes01.html 

 

横浜農場とは…？ 

横浜の「農」全体を一つの

農場に見立て、「横浜農場」

と 名付けました。この名

のもと、「農」の魅力を発信

します。  

 

 

 

 

 


